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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1115 号 2025-12-11 

●同志社大学サッカー部ボランティアとして 23 人(男子部員 10 名、女子部員 13 名)が来園 

木津川希少種植生の保全維持の集草作業に 12 月 6 日に 16 袋、7日には 14 袋を 2 日間で巨大袋合

計 30 袋に集めきっていただきました。両日とも興戸駅などに集合して予定の現場では 9時 30 分

に作業を開始、お昼には天端で冷たい冬風をものともせずに弁当を食べていただき、デザートに

ミカンやバナナをほおばって、ほんの少しの休憩で次の現場に移動を行いました。日頃鍛えてい

る体力に自信があってか斜面をものともせずに手際よくかき集めていただきました。里山の会の

スタッフなら 2日間はかかるだろうと見込まれるのですが見ている間に袋に詰め込んで、綺麗に

清掃が出来上がりました。スタッフの皆さんは改めて若さの力に驚きました。6日には木津川市

の加茂地域のオオバクサフジの生育地と山城地域のマキエハギの生育地をやり挙げていただきま

した。7日には木津川市の生育地で最も大切に保存しているレンリソウ地域と木津川で 3株しか

生育していないフナバラソウの生育地を午前中に片づけて、午後には八幡市の現場に移動しての

作業になりました。

移動には除草作業に

尽力いただいた太田

さんを始め奥さんまでが自家用車を出し

て移動にご協力の加勢をいただきまし

た。2 日間で集めた袋は大量の刈草の大

半を受け取ると連絡をいただいた農家さ

んの田圃や里山農園への運び込みも完了

しました。 

 

●越冬昆虫観察会(12 月 14 日)の開催の諸準備を金田さんが始めてくださっています。 

打田薪炭組合のお手伝いをさせてもらっている時、組合員さんからこの地域にオオムラサキが飛

んでいるらしいとのお話をお聞きして、落葉の中で越冬しているから幼虫を見つけられるので作

業を行ってはとの桜谷先生の助言で開始いたしました。どこに食草のエノキが生育しているのか

分かりませんので先生に見つけてもらって炭窯付近のエノキ 10 本を訪ね 1時間も 2時間もめくり

続けました。数年後に里山農園の開拓が進みエノキ林 20 本ほどの群生が発見されたので山野を駆
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けずり回る苦労から解放され、安定的にオオムラサキやゴマダチョウの幼虫探しが行えるように

なったのです。しかし里山農園で安心して作業が出来るように斜面の大木を木炭生産の原木に利

用する目的で伐採を進めると同時頃に台風のために樹液が出ていた大木が倒されました。そして

ナラ枯れも発生して、森の環境が変化をしたころからオオムラサキの成虫の飛翔確認がさらに難

しくなり始め 2年前から幼虫の発見もできなくなりました。そして今年(2025 年)の 3 月 13 日に

中学生たちによって幼虫の発見と、6月 29 日に成虫の飛翔に出会われており、画期的な成果があ

りました。 

こうした経過から今年(2025 年度のオオムラサキ幼虫を見つけるための観察調査は非常に大切な

取り組みとなりました。ぜひ多くの皆さんのご参加をお願いいたします。 

このための準備を昆虫部会の金田さんがいち早く準備を始めて頂いています。エノキ林の足元の

草刈りとエノキの幹に番号書きなど、そして教育棟の床板の掃除等の清掃を行っていただいてい

ます。気がついても手が出ない地道な作業で里山農園の昆虫たちに熱い熱い情熱を注いでもらっ

ています。ありがとうございます。 

 

●12 月 21 日の第 6回イタセンパラの復元を目指すシンポジウムに国交省淀川河川事務所から出席の連絡

が届きました。 

これまでは私たちの取組を眺めてこられて

ました。河川事務所も木津川での取組に少

し関心をもっていただくことになったので

はないかと推測します。淀川水系で木津川

から姿を見なれなくなった折りに絶滅した

のではないかと考えています。その後イタ

センパラの研究をされてこられた綾史郎先

生や小川力也先生そして河合順彦先生、石

田裕子先生からいろいろ教えて頂いて竹門

康弘先生と竹蛇籠を中心に中聖牛の設置を

玉水浜で行ってきました。そして 2回の外

来魚駆除を目的とした子ども釣り大会を行

うなどをしましたが、ワンドの堆積物除去

などにまで手が及ばず二枚貝の生息環境づ

くりには到達できておりません。京都水族

館の福富様の力強い助言で随分勇気付けら

れてきました。 

今回で第 6回目となる復元を目指すシンポ

にぜひ多くの皆さんのご意見を賜れる機会

として開催を準備しています。 

12 月 21 日(日)13:00 開場で開催いたします

のでご参加をお待ちしています。会場は田

辺警察署前の京田辺市社会福祉センター3階ホールです。 

当日のプログラムは決定したところから週刊ニュースで発表してゆきますのでよろしくお願いい

たします。 
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●12 月の取組の予定 何かと忙しい年末ですが里山の会の活動にご参加ください。いずれも参加費無料 

12 月 13 日 木津川希少種の刈草の集草作業 9 時近鉄興戸駅集合 現場へ移動 学生運搬のお手伝い募集 

12 月 14 日 冬の昆虫観察 里山農園の教育棟集合 参加費無料 10 時集合 少雨決行 

12 月 14 日 木津川希少種の刈草の集草作業 9 時近鉄興戸駅集合 現場へ移動 学生運搬のお手伝い募集 

12 月 20 日 尾根筋ハイキングコース年末清掃実施 9 時 30 分普賢寺小学校前集合現場へ移動 

12 月 21 日 第 6回イタセンパラの復元を目指すシンポジウム 13 時開場 京田辺市社会福祉センター 

           国交省淀川河川事務所＝淀川の現状と課題報告 里山の会＝岐阜県-木曽川の取組報告 

           里山の会＝中学生の調査観察報告 そのほか木曽川での取り組みの報告も準備中です。 

 12 月 24 日 しめ縄つくり 9 時 30 分里山農園教育棟集合 

 

●2026 年度は里山の会結成 30 周年です。 

祝賀記念式を 2026 年 11 月 14 日に開催いたします。みなさんご出席ください。 

記念講演「東南海地震と私たちの暮らし」を元京都大学准教授 松波孝二様にお願いしています。 


